



On the Tooth Proportion of Rolling Gear 
Seiichiro KUNO 
ラック型工具でインボリュート歯車を転造する際の歯丈と圧力角の適用範囲を求め，その有利性を示した.
1 モジューJレ当りの歯未の丈 k= 1. 0~0.7，圧力角出。 =200~30Ú で，カミアイ率，歯先巾，押し込み量に














範囲を圧力角は a=200~300 ，歯未の丈hk ，歯元の丈ht，
全歯丈hとして， hf=1.25hk， h=hk十hf=2.25hkと
し，歯丈の範囲は hk=mkで、1モジューJレ当りの歯未の
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T= (1.5μSn十0.3St)HB J 
これより単位モジュール当り，一歯当りの押し込み量が
i=O.l， 0.2の場合についてこのS町 Stを求め9 装置の
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ゆとんがり「ねによる範囲
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